


















イン ドの文法家が分析 ・確立した、名詞複合語の分類が、 日本語にも適応
できるという考えのもとに本論第一節は成 り立 っている。第二節は、前分
が、暗喩だけでな く、広義のメタファーと解釈できる複合語である。これに











本的形式はA(前 分)+B(後分)に よって表される。Bの みが格変化を行
い、Aは 原則 として語幹の形を維持」する。




AがBを 限定 し或 いはBと 同格関 係にあ るもの、例nilotpala-「青
い蓮華」。
2.Tatpuru$a(狭義のTp.)格限定複 合語




広義 のTatpurusaと同 じ構造 を もちつつ、全 体 として所有 ・所属 を意味
す る形 容詞 とな って、A、B以 外の 事物 を修 飾 す る もの、 例bahu-vrihi一
大文字焼、*林檎焼一動詞連用形複合名詞の印欧語的分析3
「多 くの米 を有 する」。
NAvyayibhava不変化複合語
A=不 変化小辞 に よ りB=名 詞 が支配 される副詞複合語 の一種 、例anu-
k§anam「瞬 間ご とに」。
1.1非 メタフ ァー的前分=格 に よる分類
本節 の複合語 は、A前 分 が名詞(相 当語)で 、 格の機能 を認 め るこ とが





石焼 も調理法 としては、具格 と考えられる。ただし、焼物で 「土焼」と対照
的な意味の石焼は 「石質に」の意味の前分であるから、下記1.2.1形状 ・
見立ての隠喩複合語である。
鍋焼は微妙である:鍋 によって(具 格)、鍋の中で(依 格)と 二通 りに解
釈できるが、印欧語的には依格で表現するので、依格に分類 してお くことに
したい(1.1.4)。ホイル焼 も同じような微妙さを もつが、「ホイル(で 包ん
で)焼(い たもの)」と展開できる;「ホイルの中で」 と展開 してもよいが、
依格はやはり、鍋のような堅牢な固形物にふさわしいだろう。同じように、
厚さの薄いもので包み焼 くのが奉書焼だが、「奉書」 自体は、「天皇 ・将軍な
どの意向や決定を下知する文書」であるから、後述する杉焼や西京焼などの
ように、前分の枢要部(こ の場合は 「紙」)が欠けている:




料理法 としての塩焼 は ここに属す るだろ う:「塩 を」 で も 「塩 に よって」
で もな く、「塩 と ともに」焼 く、貝櫓の意味 であ る。味噌焼 も同様。 も う一
つの意味の塩焼 は1.3.2結果 に属す る。
「貫乳 の入 った焼 き物 」が罐焼(ひ びや き)で あ る。 実際 に鍵 が入 ってい
るの で、 た とえその簿 が人為的 ・意 図的 な ものであって も、 メタフ ァーでは
ない。靖 「を伴 った」 とい う随伴の具格 と解釈 してお く。
直焼(じ かや き)は 「直火 によって」であ る。 ただ し、「直」は拘束形態
素 で、「*直(じか)触 る」⇔ 「直に触 る」 とい うように、単独で用い られな
い点 が上 述の複 合語 とは異な る。一 方、 直焼(す ぐや き)は1.3.3手段 ・
状態 であ る。
炭 焼は料理 名な らば 、「炭 によって」 と考 えて、具格 であ ろ う。職 名ない
し人を示 すな ら次項1.3.2結果の前 分であ る。
手焼 も、手 によって の意味 をもつ、具格相当の前分で ある。
海桐焼(と べ らや き)は 、「トベ ラの木を用いて節 分にま く豆を煎 るこ と」
であ る。 トベ ラは、板 の ような器で はな いの で、や は り依格 よりは具格 に妥
当す るだ ろ う。注意 すべ きは、眼 目が、焼 くことそれ 自体 ではな く、焼 いた
木の香 りに よって 「邪 鬼を防 ぐ」 こ とだ とい うことである。
1.1.1.2具格が 「焼」を修飾しない語
幽庭焼は 「ユズの香 りをつけたたれに漬けて焼いた魚の焼き物」なので、
(北村)幽 庵(に よって考案された)焼(も の)と いう、前分が動作主を表
す具格である。幽庵によって焼かれた という意味ではない;そ うであれば幽
















様のことが言 える(1.1.4))。ただし、楽 という家号は二代 目常慶に秀吉が
与えたもので、本当の意味で創始 した、長次郎の時代には楽の名はなかった
はずであるから、 この展開定義では、初代の陶器を指すことができない。し
かし、二代 目が楽家 となった時点で、初代の作品も当然、楽焼 と呼ばれるよ
うになったはずである。なお、楽焼には、「素人が趣味などとして作る、低















野焼 とやや似ているのが畑焼で、「畑の作物の枯れ残 りや枯れ草を焼 くこ
と」である。物理的には、必ずしも、「野を焼 く」とは言い切れないように、







的 ・分析的には依格に近い。畑 ・山を焼 くというよりは、畑 ・山にある残存
物を焼 くことである。ただし、言語学的省察などと関係のなかった造語当
時、話者の精神には畑 ・山 「を」焼 くという意識しかなかったであろう。な
お、山焼、畑焼を、部分が全体を表すsynecdocheと言えるかどうかは疑わ
しい:枯 れ木、枯れ草が山や畑の構成要素 とは言い難いからである。















て、目玉(=眼 球)で はない。なお、もん じゃ焼は、『大辞林』で、これを








ともに)焼(い た=煮 た もの)」(これ と対照的に、中心的食材の方を明示
したのが、後述する蛸焼である)。










































の)と 展 開 す るの が よい だ ろ うが 、 これ とは 全 く異 な る民 間語 源
Volksetymologieがある2。














であ る。単 に焼 くこ と でも、焼 いた もの で もな く、焼 いたあ との動作 ・
結果 に眼 目があ る点 で、上述の語 とは違 って、即物性 がさ らに一層希薄 であ
る:海 桐焼(1.1.1.1)もそうであった。
1.1.3与格相当の前分
道祖土焼は 道祖神を祭って 正月の飾 り物を焼 き、その火の霊力を祭る
ことである。道祖神 「を祭る/へ敬意を表 して」 という意味を表す形式は、
印欧語的には与格であろう。本論は印欧語の視点からの日本語複合語の分類
であることを壼に繰 り返 しておきたい。なお、本複合語 も、豆焼 と同様、た
だ焼 くだけでな く、焼いた 「結果」が眼 目だろう。それは宿世焼 も同じであ
る;これは 「餅を焼いてそのふ くれ具合で縁結びを占う遊び」である:
宿世(を 知ることを求めて餅を)焼(い て遊ぶ行為)
と展開し、前分は与格 と分類したい。この ように直接 「焼 く」行為の対象物
となるべき対格が示されていないことが少なくない。
1.1.4依格相当の前分
陶器関係は 「地名+焼 」で、サンスクリット文法のtatpurusaであ り、前
分は依格(=所 格、位置格)だ ろう。この 「焼」は 「焼かれた/焼いた陶器」
の意味である:有 田焼、伊万里焼、九谷焼、萩焼。オランダ焼は江戸時代、
ヨーロッパからもたらされた逆輸入の陶器である(魚料理 としてのオランダ









































鮮でなければな らないなど、制限は厳 しい。また 「本来は、製塩中の熱い塩
にとれたばかりのタイを埋めて蒸 し焼 きにしたもの」であるが、この原義で
も浜が、浜(の 上)で という意味の依格であることは変わらない。獲れる場





























るから」であるという。前者な らば依格、後者な らば、次項1.2.1形状 ・
見立ての前分である。
鍋焼は、具格 と考えられないこともないが、複数の印欧語(英 ・独 ・伊 ・
羅等)に おいて、inに相当する前置詞で分析的に表現されることを考慮し、





料理」の意味だけが与えられている;こ こでも焼 くのではな く、煮た料理で
ある。鍋 という底の深い調理道具の形状からいって物理的には焼 くことにな
らないであろうが、言語的には、食材の下から火を燃やす行為を、より頻度
の高い動詞 「焼 く」で表現する比喩である。『大辞林』には辞書的意味 とし
て、「焼 く」に対して 「煮る」という語義は与えていないが、『古語大辞典』
は 「火で熱する、加熱する」意味をあげ、記紀歌謡から、米を焼 く、萬葉か






サン スク リッ ト文法 に於いて、(広 義のtatpuru§aに含 まれ る)同 格 限定
複 合語karmadharayaと全 く同 じではないが、 もっ とも近 い複合語は、色の
前分 を もつ語 であ ろ う:黒 焼 、青 焼、 白焼。(色 を明示 して いないが、翁焼
も、白 く焼 くものであ る。 しか し、 白と表現せずに、老人に転換 してい るの
で、 メタフ ァー の前分 で扱 う(1.2.4)。)これ らは、 いず れ も、視覚 的に、
実際 この ような色彩 に見 えるため、次項 とは見な しに くい。ただ し、 白焼の
















橘焼は魚のす り身を 「ビワの実ほどの大きさに丸め、クチナシで黄色 く色
をつけて ・一 煮た ものをカラタチの枝に刺し」たものである。木の実を模
したと思われるので、形状の前分 としたい。
紅梅焼は菓子全体の形状である。太鼓焼、鯛焼、人形焼、大判焼も同様。
目玉焼も、焼 く対象物は表現されていない:(鶏卵を)目 玉(の ようにフ
ライパンに割って載せて)焼(い たもの)。英語圏では、目ではなく、太陽
のメタファーであり、イタリア語は 「目」を用いることもある3。
大文字焼は、「京都東山の如意ケ岳の山腹で 『大』の字形に焚 く送 り火」
である。後分は焼いた 「もの」ではな く、「大文字焼(を 見)に 行 く」 と言






























多いけれども、八代集全体で 「うらさびし」 と共起 している歌は1首 も無
い。わずかに、「さびし」 と共にあるのは、






とあ るが、 うら悲 しではない。従 って出典不明なのであ るが、展開す る と、





















切 り身を焼 く料理なのだが、「白髪の翁のように白く焼 きあげたもので、主
に祝勝の料理 に用いる」 とあるので、




1.3そ の他の非 メタフ ァー的前分
1.3.1～風=ala...
オ ランダ焼 には陶器 の意味 もあ るが、料理名 としては、 この範疇 に属する。
南部焼 は、上述 した ように、ゴマを用い た料理 の総称 だが(1.1.4)、今川
焼 の ように、発 祥地の前分 と考 えれば、依格 とも分類で きる。ただ し、「今





であ り、焼 く=煮 る のは海水である。 したがって、これは、塩(を)焼
(く(=分離させる)こ とを生業 とする人/行為)と 展開できる。対格に解釈
され得る前分が、実は焼いた 「後の結果」を表すのは、湯を沸かす、湯沸か
大文字焼、*林檎焼一動詞連用形複合名詞の印欧語的分析19
しと同趣である。この場合の 「焼 く」は 「煮る」意味であ り、現代語の中心
的な意味ではな く、「鍋焼」 と同様、後分の 「焼 く」自体が比喩である。一
方、現代語でもっぱら用いる塩焼は調理法の名称であるが、こちらは対格の
前分ではな く、1.1.1具格の前分であった。
炭焼は 「木炭を作ること」である。炭焼は 「焼 く」行為のみを表すのでは
ない。炭を焼いたら赤 くなるだけであって、やは り結果を先取 りしている:
焼 くのは木であって、炭ではないのだ。後分は、中心的な行為(「焼」)が木
炭製作の全過程を代表 しているsynecdocheである。またこの語の場合は、
焼 く人 という意味にもなるので、行為者をも表 している(4.1)。
現代語では死語だが、「死骸が焼かれて白骨 になったもの」の意味の白焼
もここに属するだろう。






本項 に分類 される複合 語は、前分の名詞性が よ り強 く、 また、後分 との格
関係 が明瞭で あったな らば1.1.1具格 の前分 にな る ところであ るが、名詞
性 よ りも、 副詞性 が強 いので、鼓 に、別項 扱いにす る。例 えば、「生(な ま)」
は名詞 であるが、動詞的要素 が後続 する ことを予測 させ る:「生 で食 べ る」、
「生焼け」(接頭辞化 した 「生一」)、「生だ った(<生 であ った)」。 したが って、
「生」 は 「山」や 「川」 な どの名詞 と同列 に扱 えな いであろ う。名詞 に も名
詞性 が強 いもの と、副詞性 が強 いもの がある。
直焼(す ぐや き)は 刃文 を直接 刀身 に出す焼入 れ方 であ る。一 方、直 焼
(じかや き)は1.1.1具格の前分 を参 照。陶器 の素焼 も、粕を かけずに焼 く
20明 治大学教養論集 通巻385号(2004・3)
こと/焼いたものであるから、「素」の状態である。




け」⇔ 「丸 く行け」、「*丸収めよ」⇔ 「丸 く収めよ」。本来、丸は円形 ・球形
のことであるから、品詞は接頭語に転換されたとして も、全体 ・完全 という
意味は、メタファーである。ただし、今ではメタファーと感 じられないほど
に、暗喩性は摩耗 している。丸焼は、丸い状態、手を入れない、言 うなら
ば、円満な状態で焼いたもの/焼くこと である(も し、 この脆弱化 した隠
喩性に立脚するな ら、 白くないのに白焼 という語があることなどを考慮 し
て、丸焼を、メタファーの前分 と分類できないこともない)。
岡焼=傍 焼の 「おか」は、直(じ か)と 同じ拘束形態素だろう。r大辞林』






切った り裂いた りせずに魚を焼 くという状態を表すのが姿焼であろう。
1.3.2結果 ととれないことはないが、焼いた結果、魚が変化して一匹の姿に
なるわけではない。切 っていないという点で、丸焼 と同じであり、さらに、




どんど焼は、「正月一五 日に行う火祭 りの行事 ・一 松飾 り・注連縄 ・書き
大文字焼、*林檎焼一動詞連用形複合名詞の印欧語的分析21
初めなどを持ち寄って焼き、その火で餅を焼いて、幸福 と健康を祈る」 とあ
り、焼 くものが二種類あることになる。『古語大辞典』では、「門松 ・しめ縄 ・
書き初めなどを集めて焼 くこと」であり、餅の記述はないので、意味の中心
は注連縄などを焼 く 「行為」である。また、「『どんど』は火の燃えるさまを















どという別の複合動詞 もあった。 しかし、いつれにしても世話 という抽象的
な目的語である以上、後分は比喩 とならざるを得ない。
焼餅焼 も、同様に、慣用 と分類するほかないと思われる。前分の 「焼餅」
は、「嫉妬する意の 「焼 く」に餅を添えて出来た語」で、意味 と無関係に、
おそ らく和歌の伝統の影響を受けて、言語音だけの結びつきで付加された語
である。その人為的、言語遊戯的複合語(焼 餅)を前分にして、その、本来
は無 関係な 「餅」 と、歌学 でい う 「縁語」になる 「焼」 を、動作主名詞
22明 治大学教養論集 通巻385号(2004・3)




締め焼は、低温で焼いて 「陶器の素地を堅 く焼 き固める」行為 である。
焼いた陶器のことではない。捏ね焼は 「対格の前分」へ分類 しておいた
(1.1.2)。「捏ね」という連用形の名詞性が高いためである。一方、締め焼に
関 しても、「締め」 という名詞はあるが、これは単に動作を名詞化 したもの
に過 ぎず、「捏ね」 よりいわば 「名詞度」が低い;言 い換えると、名詞化の
程度が低い。
付け焼は 「たれをつけながら焼 くこと」ないし焼いたものである。照焼は
「特 に、照 りを出して焼 く」付け焼である。
包み焼 も食材を紙などに包んで焼 くこと/焼いたもの で、「包み」を焼い
















前項の複合語は、前分rX」 と後分 「焼」の関係に於いて、後分 「焼」に
意味の中心があるが、前分 と後分が対等なものがあ り、これはサンスクリッ





る」に対 して 「*戦争は会議である」、「日本は立憲君主国家だ」だが 「*立憲
君主国家は 日本だ」。連用形複合語 も、「焼X」 とすると意味不明 ないし
非語(*)となるものが多い:*焼青、*焼厚、*焼九谷、*焼目玉。一般論 と
して、地名が前分の複合語は当然なが ら非語である:*焼今川、*焼南蛮、










3.1[一食材]焼 → 焼[一 食材]
[一食材]の 性質 を もった後 分の中 で、転 換可能、 ない し可能性 のあ る語
は、焼網 、焼落 とし、焼串、焼締 め、焼杉、 焼炭 、焼 付け、焼 土、焼鍋 、焼
畑(や きはた)と ご く少数 であ る。締 め焼⇔ 焼締 め(こ れは 「恋愛 」⇔ 「愛





を ・一 流 し落 として焼 く調理法。また、その料理や菓子」→ 「区(マ チ)
のきわまで刃を焼き入れしていない刀」)
○調理法→冶金 ・写真技術:付 け焼→焼付け
○聖→俗 かつ 大→小:火 焚/火焼(ひ ・たき)→焚火
○小→大1畑 焼→焼畑
○陶器→土:土 焼→焼土
3.2[+食材]焼 → 焼[+食 材]
「[+食材]焼 」の場合は、多 くが、単に 「焼いたもの」 とい う意味ではな











り、ウニを焼いたものではない。雑焼 も、豆腐 ・魚料理であるし、芹焼 も、














○炭焼(木 炭を作ること、木炭製作者、炭で焼 くこと、炭焼用の服)⇔ 焼
炭(木 を焼いてつくった炭)
○栗焼(栗 を焼 く行為 ・狂言の作品名)⇔ 焼栗
○杉焼(調 理法)⇔ 焼杉(材 木名)
○塩焼⇔焼塩。









リンゴ以外のものを、 リンゴ状に(赤 く、丸 く等、 リンゴの属性に従って)
焼 くことを意味すると思われる。 この文脈で言うと、標準語では非語だが、







為者名詞にな ることはまずないので、 これは複合語に限 られるだろう。
1.3.4の世話焼 も行為者 となり得る。
4.2場 所
香焼は、香 を焚 く 「場所」の寺 ・御堂 を表す斎宮の忌詞 である。火焼 は、
火をた くところ、炉 である。後者 の方 は、前述 した よ うに(1.1.2)、香焼 よ
り空間的 に狭 い。
4.3道 具








2食 物名の 「X焼」複合語は、その見かけにもかかわらず、前分Xが 対格
となり、「Xを焼いたもの」 という意味を持つ語はわずかである。通例、前
分Xは 「～のように」、「～風に」などの比喩か、「～を利用して」 といった
副次的食材を表 し、対格 となるべ き、中心的食材は表現されない。一方、
「焼X」 は、ほとんどが 「Xを焼いたもの」 という単純な意味である。
3X焼 が、物でな く、人、場所、行為を表す場合がある。
4儀 式、 卜占系の語は、焼 く行為その ものではな く、焼いた結果に眼 目が
ある。
註
1辞 書の定義を示す際は 「 」で囲み、特に明記しない場合、『大辞林』第二版を用
いた。
2ホ ルモン とは、関西方言の 「放るもん」、すなわち、捨てる部分だったという説が
ある。
3sunny-sideup等というが、 これは形容詞である。 イタリア語の 目玉焼uovaall'
occhiodibueは「大きな眼の/丸窓の卵」だが、bueは「牛」である。
4「丸」は、もとは 「まろ」であったが、すでに 『萬葉集』に複合語の例がある:
巻IO・2305旅にすら襟解 くものを言繁み丸寝われはす長 きこの夜を[丸 宿吾為]
5「かなし(愛 ・悲)」から 「*かな」、「嬉し」から 「*うれ」、「弱し」から 「*よわ」、
「楽し」から 「*たの」という名詞はできないように、語幹seF'a－が 「世話」になっ
たとは考えに くい。萬葉に 「せば し(迫)」の例があるが(3507等)、語根 ψseFは、













































などか ら判断して、名詞度の低い方から高いほうへ向かって、大まかには、照 り ・
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